現代短歌との出会い : 中学二年生の授業から by 高見 よ志子
「短歌？先生、ぼく知ってる。五七五七七というあれでしょう。」
「いやあん。ぼく作るのきらいです。」
「なんでも想像してみるのがおもしろいから好き。」
中学二年生の教室で、これから短歌を学習すると告げたときの反
応はさまざまであった。生徒にとって、短歌といわれて脳裏にひらめ
く
の
は
「
ひ
ん
が
し
の
野
に
か
ぎ
ろ
い
の
た
つ
見
え
て
か
え
り
見
す
れ
ば
月
か
たぷきい」（既習、小学生の時）と、良寛の歌四首（既習、中学一
年の古典単元）だけである。他に百人一首の歌がぼつぼつ出る程度
で
あ
り
、
近
代
短
歌
や
現
代
短
歌
と
な
る
と
、
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
る
。
啄
木
の名をこちらから出すと、｜学級四十四人の中からやっと三首程口
にのぼる。詩とか小説とかいう文学教材とちがって、短歌となると
生徒の目にふれ関心の対象となるにはきわめて遠い存在であるらし
い。新聞・雑誌の文芸欄に、○○歌壇という形で掲載されてはいる
ものの、中学生の段階では読んでみようとする者がほとんどいない
というのが実状のようだ。こうした中で、文学鑑賞の一端としてど
のように短歌に近づけ、どう指導していけばよいのであろうか。
二
教
科
書
と
短
歌
教
材
現
代
短
歌
と
の
出
会
は
じ
め
に
ｌ
中
学
二
年
生
の
授
業
か
ら
Ｉ
い
先に述べた実状からは、教科書の短歌教材が、その唯一の入門に
なると言うことができるだろう。教科書に載っている作品の質と量
またその取り扱い方が、中学生の短歌に対する興味や関心を大きく
変えていくと思われる。
現行の教科書（六種）を調べてみると、いずれも二年生の文学鑑
賞単元の中に組みこまれている。伝統的な短詩型文学としての俳句
と短歌とを比較すると、感動内容をそのまま詠嘆する叙情詩であり
表現の形としても一応センテンスとして叙述を完成する性格を持つ
短歌の方が、中学二年生としてはわかりやすいからであろう。
どの教科書も、いきなり作品をぶつつけるというのではなく、中
学二年生向きに、つまり短歌入門としての親切な扱いをしていると
思われる。それにはだいたい次のＡ・Ｂ二つの型が見られる。
⑩作品にその鑑賞（歌人もしくは編集者の書きおろし）を添え
て、鑑賞のしかたを理解させようとしたもの
②諸家の作品（七・八名。各人平等に一首ないし二首）
仰短歌の特質（短歌は何をどう歌うか）を、作品に即して理解
さ
せ
よ
う
と
し
た
解
説
文
②諸家の作品（七・八名。各人平等に一首ないし二首）
高
見
よ
志
子
－１１７－
短歌といえば古典和歌しか思い出せない実状の中学生に、同世代
の作った短歌を引用して説明するということは、短歌と中学生との
距離をぐっと近づけるだろう。また、Ａ・Ｂの②を見ると、正岡子
規・与謝野晶子・斎藤茂吉・北原白秋・若山牧水・島木赤彦ら諸歌
人のいわゆる名歌が集中的にでて来る傾向が見られる。それらの多
くは、高校の現代国語で再び目にすることになりそうだ。
三
鑑
賞
の
実
際
（
自
選
・
自
注
の
作
品
を
中
心
に
）
これらの中で注目されるのはＢの⑩である。この型の教材は、二
社の教科書が載せており、それぞれ現在活躍中の歌人の書きおろし
である。これらのよい点は、具体的に中学生の作品をあげながらの
解説ということだ。
短歌とは何なのか。それは普通、三十一音ということばの中に
わたしたちの喜び、悲しみの思いをありのままに歌い出す詩の形
式である。
（近藤芳美三省堂）
時代時代によって歌い方や歌のリズムにさまざまな変化が見ら
れますが、根本には、人間がこの世に生きて味わう喜怒哀楽の情
を訴えてきているのです。この伝統は現代短歌にも受け継がれて
おり、今日の歌人の多くは、生活の本当の姿、生活の中からわき
あがってくるありのままの感情を歌い上げています。
（
木
俣
修
光
村
図
書
）
短
歌
の
例
寝よ寝よと母の言う口癖を聞きながら解けぬ問題一つに悩む
捕えたる理科実験の雨がえる夕となれば鳴きだしにけり
⑩教材（光村・中等新国語二）
ま
ゆ
繭のごとしろく光れる雲ふえてそこはかとなきやさしさ誘ふ（う）
春のきざす空は、雲の白さ１℃、光さえも、ほつかりと和らい
でくる。だんだんにふえてくるちぎれ雲が繭のように白いの
も、「雲は生きている」という感動を呼ぶ。
（生方たつゑ）
ひさびさにかへり来たれる村の上に低く大きく月いでにけり
（え）
ぐ
ん
ま
か
み
さ
と
長い間、わたしは故郷（群馬県上郊村）を離れていた。久し
ぶりに見るふるさとの月、それは、わたしを迎えてくれるよ
うだ。
（土屋文明）
い
り
え
泰山木朝より花をひらきゆくはげしき雨に入江くらみて
入り江の面を激しい雨がたたいているある日のことである。
雨でけぶった薄暗い光の中で、泰山木の白い花が朝から静か
に開いていった。
（近藤斐塁壱
お
ぐ
さ
ち
あ寺（すなく小草は枯れて風に鳴るかなたに小さき山の中学
立山山麓を旅したとき、枯れ草の丘には、もの寂しい響きが
あった。秋も深くなった山麓に、ひっそりと小さな中学校が
見えていた。
（木脹らす修）
ひ
と
ひ
冬の［ｐとい餅辿一日は長からむ刈り田に降りていとふ烏ら
（ん）
（う）
短い冬の日の午後、通りがかりの刈航ソ田に、数羽の烏が降り
てじっとしていた。その黒い姿を見ていると、冬の日をもて
あ
ま
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
（佐藤佐太郎）
ほ
と
り
つむトレ巻き寒き俟はわが前を流れてゆきぬ朝の舗道を
小さいつむじ風が土ぼこりを巻いて、わたしの目の前を流れ
るように動いていった。寒さのきびしい朝である。（宮柊二）
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②教材の特質とその学習方法について
「それぞれの短歌を作者の自注や欄外の注を参考にしながら読み
味わってみよう。」と、学習のてびきには方向づけがしてある。こ
の教材に先だって木俣修氏の「短歌と生活」という解説がある。それ
によって短歌の本質が理解され、鑑賞の観点が明らかにされたのを
受けて、現代歌人の作品を鑑賞させようとする教材である。自選自
注というから、中学生向きの歌が選ばれたものと思うが、どこまで
中学生の生活感情で共鳴できるであろうか。また、自注を生かしな
がらも、読むもののイメージの広がりを大切にするにはどうしたら
よいのだろうか。
自注があるということは、イメージの大きなずれが起らないです
むという利点がある。すなわち、短詩型においては、表現の読み誤
まりからイメージのずれを生じ、その結果鑑賞にも大巾なずれが生
まれ、それはそれで学習を深化させる契機ともなり得るが、ここで
はそのずれを除いた形から出発できるわけである。イメージの広が
りからいえば、自注が六十字前後で、比較的簡潔に書かれているた
め
に
、
自
分
な
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
ひ
ろ
げ
て
杼
情
的
な
世
界
に
ひ
た
り
こ
む
余
裕が残っている教材だといえよう。あとは生徒が自発的積極的に取
り組むことによって、短歌を味わうおもしろさが大きくなるような
学習形態をとるべきだ。
そこでわたくしは、生徒の好みを第一にすることを中心にすえて
指導することにした。その方法は、生徒作品をプリントして行なう
俳句会や短歌会の形式と同じである。教材の作品六首全体を読んで
感動した作品、うまいなあと思った作品を各自が二首ないし三首選
び、クラスのトータルで高点の歌から推薦した理由などを話し合っ
て、歌を味わっていくやり方である。中学二年生の段階では、自分
③授業記録
「あますなく小草は枯れて風に鳴るかなたに小さき山の中学」
Ｐ平湯峠みたいに、上からずっと下の方に平湯温泉が見えるでし
ょう。それが中学校で、ずっと向こうに見えていて、さみしいよ
うな感じがしたり、山も見えていて雄大さも感じます。
このように、推薦理由として情景を主にして説明する生徒が多
かった。この歌が好きという生徒がとても多く、うまく説明で
きないけどいいやという感じがつよい。．
Ｐ最後の「小さき山の中学」のところ、体言止めがしてあって、余韻
があって好きです。
Ｔ余韻が残るということは、読む者がこのあといろいろなことを
感じるということですね。あなたがたはどんな感じがしましたか
Ｐ何か秋の山奥のようすが頭に浮かんできて、作者と同じような
気持ちになります。
Ｐひっそり寂しい感じがします。
Ｐ「あますなく小草は枯れて」というところで寂しい感じがわきあ
がってきて、かなたに小さき山の中学でますます寂しくなります。
Ｐぼくの考えでは、この歌全体が寂しい感じがします。枯れると
いうことば、風に鳴るということばがだいたい寂しさをあらわし
ているし、「山の中学」に「小さい」ということばをつけてい
て、これも寂しい。
Ｔどんな季節のさびしさなのですか。
の推した作品のよさを熱心に説明したがるし、またこれに対する疑
問点や反対意見の交換によりて、鑑賞が深まっていくことをねらい
と
し
た
い
。
－１１９
「つむじ巻き寒き俟はわが前を流れてゆきぬ朝の舗道を」
Ｐ
冬
の
朝
、
だ
れ
も
い
な
い
よ
ご
れ
た
舗
道
を
挨
が
う
ず
ま
い
て
流
れ
て
い
って、何となくさびしい気持ちにになったの。そんな感じがでて
います。
Ｔ
他
の
人
は
ど
う
で
す
か
。
（
口
角
に
さ
び
し
い
と
言
っ
て
い
る
。
）
Ｐ
あ
の
う
、
都
会
の
寒
い
朝
の
道
ば
た
の
情
景
を
想
像
し
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
漫画なんかにこんなさびしい感じがする絵があります。都会の一
場
面
で
す
。
（
み
ん
な
し
き
り
に
う
な
ず
い
て
い
る
。
）
Ｔ
都
会
っ
て
ど
う
し
て
わ
か
る
の
。
Ｐ
舗
道
。
Ｐ
な
ん
と
な
く
ネ
。
ピ
ル
が
建
っ
て
い
て
、
全
部
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
ば
あ
つ
と
下りていて、だれもいなくてね、夜が明けたばかりで、ごみが散
ら
か
っ
て
い
た
り
し
て
そ
れ
が
う
ず
ま
い
て
ね
。
作
者
は
ね
、
こ
う
Ｐ（口台に）秋。晩秋。初冬。
Ｔ晩秋から初冬にかけての自然の寂しさがあふれていますが、そ
の寂しさの中でとらえているのは何ですか。
Ｐ
小
さ
い
山
の
中
学
校
で
す
Ｐ木造平家建てぐらいの校舎です。
Ｐそれからね、そこにはダルマストーブなんかがはいっているの。
Ｔ
そ
う
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
に
も
書
い
て
い
な
い
け
れ
ど
、
先
に
言
っ
た
余
韻として感じます。きびしい冬にはいろうとする生活ですね。．
Ｐ自然の中で、中学校も素朴でひっそりしている、そんな冬なん
です。
｛Ⅲ露鰄ⅧⅢ仲川川←輝鰻、蕊訓燗川舳聰）
こんなふうにコートの衿を立てて歩いているの。（かっこうをし
てみせる生徒に、ウエーッとかスゴイとか言って感激している）
Ｐ
小
説
ふ
う
だ
な
あ
。
Ｐ
さ
び
し
い
。
（
口
々
に
）
Ｔ作者はどんなふうにさびしかったのですか。あなたたちもこん
な舗道を歩くとさびしい思いがしますか。
Ｐ
さ
び
し
い
。
Ｐ
い
い
や
、
寒
い
っ
て
思
う
だ
け
だ
よ
。
Ｐ作者の場合、自分しか歩いていないのだと思います。それでち
ょっと孤独だ思ったの。
Ｔ
朝
の
舗
道
に
は
他
に
誰
も
い
な
い
と
思
い
ま
す
か
。
生徒は不思議そうな顔をする。他に歩く人があっても、作者が
挨を見つめ、わびしく自己や生活を見つめて歩いている姿とし
てとらえさせたいのだが。
Ｐ仕事が夜勤で、朝まで働いて疲れた体で家へ帰る時のような気
がします。
Ｐ先生、質問なんですけれど、歌人っていうのは歌だけで生活で
きるんですか。
思いがけい方向から質問の矢が飛んできて面くらった。他の生
徒もおどろいて笑ったが、大切な質問なので、取りあげて説明
した。
Ｔ
さ
っ
き
、
夜
勤
の
帰
り
道
疲
れ
た
体
を
運
ん
で
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
と
い
う感想が出ましたが、この点はどうですか。（反論なし）
Ｔこの人の目はどこを見ているのですか。（「下」「下」と口々に）
Ｔあなたがたは朝学校へ来るとき、あまり下なんか見て歩いてい・
ないですね。（笑い）みんなは意気ようようとしている………
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￣￣ ＰＰ「泰山木朝より花をひらきゆく激しき雨に入江くらみて」
Ｐ泰山木という花が好きだったから選びました。
この花について知っている生徒は五人しかいなかった。しかし
クラスの約半分が手をあげたほど好まれた歌である。花の色、
形や季節などを説明した脚注によるところが大きい。
Ｐ泰山木という白い大きな花と「入江くらみて」というような強
いものと弱いものがうまくまじりあっている。
Ｔ
強
い
も
の
と
い
う
の
は
。
Ｐ
下
の
方
の
「
激
し
き
雨
に
入
江
く
ら
み
て
」
と
い
う
と
こ
ろ
。
こ
こ
だ
け
読んでいると、上にも雨に関係するようなものがあるようですが
上の「泰山木…・・…・……」のところは静かなようすでしよ。
Ｐ激しい雨がザァザァ降っている荒っぽい天気の中で、泰山木の
花が白い美しい花を静かに開いていったんだという、そこの感動
を表わしているんだと思います。
Ｐ解説（自注）の方では入江のようすから書いてあるのに、歌の
方では泰山木の花のことを先に書いてあって、これは倒置法なの
◎
サラリーマンかなあ、単調な一日の始まる…：………．
やっぱり流れもんのような気がするなぁ。
生活の実感として受けとめることはむずかしいが、イメージと
しては正しく把握された話し合いであった。このイメージは中
学生が体験する朝の一光景ではなく、彼らの内に秘かに流行し
ている劇画のそれである。地に吹きおろし、巻きあがる寒風の
中に、コートの衿をたてて歩く男の孤独な後ろ姿。
生徒の口からは「さびしい」にいうことばが多く出た１１それ
が人生の哀愁や寂室というところにつながるには、まだまだ彼
らは若すぎるような気がする。
「繭のごと白く光れる雲ふえそてこはかとなきやさしさ誘ふ」
｛｛Ⅶ卿旧朏朏肚洲川川附を中心に推薦意見を言う生徒が多い。｝
Ｐぼくは繭より綿の方がいい。その方がふかふかしてやさしい感
じがする。
Ｐ
ぼ
く
も
綿
で
も
い
い
と
思
う
。
Ｐ
繭
で
な
き
ゃ
だ
め
だ
よ
。
（
大
多
数
）
Ｐ綿だと、、ちょっとぽってりしてしまう。繭の方が軽いよ。
Ｐ綿といったら身近にあるものでしよ。あまりにも現実的な感じ
がしてしまう。繭はある程度、あこがれや夢を含んでいるような感
じがするから、ことばとして繭の方がいいと思います。
Ｐ綿のような雲という表現ももちろんできると思いますけれども
そういう場合は、ちぎれ雲や入道雲の先の方の感じであって、
「光れる雲」というのだから繭の方が、いいのです。
Ｐ綿と言ったら、すぐ雲というように誰でも思うのですけれど、
この作者に限って「繭」と言ったところが、なかなか普通の人に
は
ま
ね
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
Ｐ繭ったらわからない人もいるでしよ。何べんもみんなが言って
くれなかったらやっぱりわかんなかったよ（大笑い。後の方は省
略するが、比愉の効果について充分に話し合った作品である。）
で花のことを強く言いたいんだと思います。
生徒のし話合いの中から出てきた対比的なもの、「色の明と暗
静なるものと動なるもの、遠と近」などを板書してまとめ、そ
こからやさしく美しい自然の生命に対する感動が絵画的な手法
でまとめあげられていることを教えた。
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四
短
歌
鑑
賞
の
発
展
ｌ
新
聞
の
利
用
ｌ
先に、中学生にとっては教科書が唯一の短歌提供の場であると言
った。それゆえに教科書教材だけで終ってしまうことに対して、もの
足りなさを感じたわたしは、新聞の読者文芸欄を発展的な学習とし
てとりあげることにした。次のような課題の形である。
「五月十四日から六月十五日までの間、あなたの家でとっている
新聞の、読者文芸欄を読んで、いい歌だなあと思うもの－首を選び
その感想を書いて下さい。四百字。新聞名と日付を明記するこ
と」 授業は最後まで生徒がいきいきと自分たちのことばで話し合いを
すすめていった。自分の好む作品が他の多くの仲間の好むものであ
れば、味方を得たうれしさに、得々と歌のイメージや表現のゆたか
ざについて話し合いを進めていくし、逆の場合は、なんとか自分の
推薦する理由をわかってもらおうと、ことばを尽くして説明すると
いうふうで楽しいものであった。入門期の自注付きの短歌の学習は
これでよいのではなかろうか。参考までに六首の歌について、第一
印象と話し合い後の結果をあげておく。
（妬人．一人２点まで）
話
し
合
い
後 第
一
印
象
一
団
－
７
凶
授
業
を
し
て
み
て
｜繭のどと一汕傾び一泰山木一城はす－冬の日と一幼むじ巻
１
１
１
ｌ
‐
１
１
１
１
Ｉ
９
1５
2１ 2２
2１ 1９
９
’
８
４
’
６
発展としては、教科書にでてくる歌人の作品を、図書館を利用して
読ませるのも方法であるが、次のような理由で、あえて新聞を利用
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
１
文
学
全
集
に
載
る
著
名
歌
人
の
作
品
は
、
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
ても、中学二年生としては用語が難しく、とつつきにくい。また
相当膨大な量を読まねばならない。
２１のうち、著名な作品については各種各様の評釈書があるの
で情報収集に機敏な現代っ子は、書店に走っていってしまい、
自分なりの鑑賞を怠る。
５
新
聞
の
歌
壇
は
、
季
節
を
う
た
う
に
し
ろ
、
事
件
を
う
た
う
に
し
ろ
、
日常生活や世相に対する感情の表現という点では、きわめて新
鮮なものであるから、生徒の生活感情と一致しやすい。
４
新
聞
の
読
者
の
作
品
で
あ
る
。
自
分
た
ち
と
同
じ
立
場
の
人
た
ち
の
歌
であるという親近感がある。
５
そ
れ
ほ
ど
負
担
に
な
ら
な
い
量
で
あ
る
。
（
新
聞
歌
壇
は
多
く
て
四
○
首、最高三週間分読み比べるとして一一一○首）
６
今
後
、
こ
う
し
た
文
芸
欄
に
関
心
を
持
つ
生
徒
が
ふ
え
て
く
れ
る
こ
と
への願い。
この課題を与えてからしばらくの間、「先生、歌壇が載っている
かどうか毎日探すのたいへんだよ。」「先生、昨日うちの人が新聞
燃してしまった。」「よくわかる歌を探すのは大変な苦労だなあ。」
な
ど
と
、
い
ろ
い
ろ
な
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
こ
う
し
た
声
こ
そ
、
わ
た
し
の
望んでいたものであった。それはとりもなおさず、生徒が短歌とい
う
も
の
に
自
ら
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
の
証
拠
だ
。
か
れ
ら
は
苦
し
み
な
が
ら
も作者の感動に触れ、しみじみと人間の生活に思いをめぐらせるで
あろう。
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○
雨
の
中
マ
ラ
ソ
ン
若
き
一
団
が
は
じ
け
る
ご
と
く
坂
登
り
行
く
北
国
新
聞
６
．
４
奈
良
さ
と
し
○ダム底に沈むと決まり眩箪して臥せる農夫を我は診にけり
朝
日
新
聞
５
．
昭
内
田
達
也
こ
こ
は
、
山
間
部
の
農
村
で
し
ょ
う
。
奥
深
い
山
の
谷
間
が
、
水
源
開
発
により、ダム建設が決定しました。若者は土地を捨て都会に出、
年寄だけになった村ですが、先祖代戈の土地や家や墓と何十年の
間生活してきた老農夫が、この決定を聞き、絶望のあまり、床に
ついてしまいました、この農夫と長年接してきた作者は、老人の
心が痛いほどわかるのです、診察したが、この病を直す薬も心が
勇気づける言葉もないのです。医者であるのに病を直せない、自
分の無力感を感じたのでしょう。
近年、水源開発により、ダム建設がさかんです。利点ばかりで
良いことずくめですが、ダム建設の光の陰に、愛着を覚えていた
土地を離れる悲しさに涙を流している人がいることを、作者は訴
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
作
者
の
暖
か
い
、
い
た
わ
り
の
心の中から、円満解決とならない、人間社会の複雑さも感じられ
る作品です。
（
泉
正
幸
）
提出日が来た。さまざまな新聞のさまざまな歌の感想が届けられ
た。いずれも、ゆたかにイメージをひろげ、短歌のもつ杼情的な世
界を自分なりのことばでまとめたものであった。一見がさがさとし
て自己主張ばかりが強いように思われる中学生が、短歌の表現を通
し
て
、
人
間
の
心
を
し
み
じ
み
と
思
い
や
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
。
次
に
感
想文のいくつかをあげてこの稿の結びとしたい。
○
雪
解
け
の
富
士
の
地
下
水
あ
ふ
れ
き
て
ふ
か
む
湖
辺
の
こ
ぶ
し
は
白
し
朝
日
新
聞
５
．
脚
中
村
今
代
春の富士山を望む湖辺、それはどこの湖辺でしょうか。ふと近
く
の
湖
辺
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
雪
解
の
富
士
山
の
地
下
水
が
あ
ふ
れ
て
い
る
湖
の
岸
辺
に
、
白
い
大
き
な
花
を
つ
け
た
木
を
見
た
の
で
す
真白な、いかにも春らしい花を。それはこぶしの花でした。湖の岸
辺にかれんに咲いていたのです。春の陽ざしをいつぱいにあび、
真白
な花を
咲
かせて
い
たので
す
。その
花
を見て
作
者に何
を思った
のでしょう。きっとそれは、春が来た、春が来たんだと思ったの
でしょう。長い冬が終わり、ここにも春が来たんだとよろこんだ
の
で
し
ょ
う
。
湖
辺
に
咲
い
た
こ
ぶ
し
の
白
い
花
が
春
を
告
げ
て
い
る
と
感
じたのでしょう。
（大野聖二）
（金沢大学教育学部付属中学校教諭）
作
者
は
、
私
た
ち
の
父
ぐ
ら
い
の
方
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
小
雨
の
ふ
る
夕
方
、
作
者
は
会
社
の
帰
り
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
頭
に
は
ち
ま
き
を
し
め
た
六・七人の若い一団がマラソンをしているのを見かけました。
その若者たちは雨なんかおかまいなく走っています。それはき
っ
と
汗
と
雨
と
で
、
頭
・
顔
は
ぐ
し
や
ぐ
し
や
、
足
か
ら
背
中
に
か
け
て
は
はねあげたどろで茶色の水玉模様ができていたでしょう。
はじけるごとく坂を登りゆくというところから、若者のたくま
し
さ
や
、
あ
の
苦
し
そ
う
な
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
だけにそろそろ年齢を意識しはじめた作者が哀れと感じられます
何だか作者は自分の若いころをよみがえらせているような作品で
す。
（
作
本
一
陽
）
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